
鞘趙類に寄生する籏虫類の研究皿

星 出 兵 馬

　1．　Pidymopyes’　gigantea　Stein

　宿主：　カブトムシの幼虫　Xylotrupes　dichotomius

Linne，　larva．

　寄生部位：腸管
　分布：　山口県熊毛郡田布施町

　スポロントは2蓮接を形成し、頗る細長き円筒状な

り。直接の畏さはZISig　O．6mm。、　観察された最大のも

のは長さ12mm．その幅150μであった。体各部の比奉

は前範長（ll　P）：全体長（TL）＝1：246　一　30．4．

前腎幅（WP）：後節幅（WD）＝1：0・7－1・0（以上
プリー ~ーテにて）前節はF　・一ム型、その前端ほ1広く国く

、先端近くの部分が幅最広となり幅下の前部は少しく照

門くなる。後節は細長き口筒状、両室境界に隔壁ありへ

緊縮明瞭なり。後節の前端隔壁の直後ほやや幅広く、そ

れより漸次細くなり、平平より体の約狛の部にて最も幅

耀くなる。再び後端に鴨るにしたが、漸次に幅広くな

る。サテリ　一一テにては前節後嗣の分化なし。プリミーテ

後鮪末端｝こサテリF一テの前端は深く憩入し、緊密に接着

す。サテリーチの形はほぼプリミーテの後臨に同じく、

長さはプリミーテの方がより長きこと普通なるも、同長

門はサテリPtテの方長きことも観察された。サテリーチ

ほ蓮接部に近く前開こて少しく幅広く、それより体の施

乃至中央部にかけて僅かに幅挾くなりて後脚に後端近く

最広となる。末端はStein（1848）の書己載の如く鈍万端

に終る。　　　　　　’

　体色は濃褐色をiし．内印は濃厚なり。前圏内にては

願粒乏しく、且均質透明に近きこと多し。後節内にては

濃密にて、ヘマトキシリンにより甚だよく染解せらる。

核は球形もしくは少しく卵形を呈し、大さ亭均直径50μ、

プリミーテにおいては後節の前端近くに位置し、サテリ

ーチでは肩部にあるこど普通なれど時に中央部に位置す

ることもあり。生時は勿論染色した個休にても骸グ～所在

を認めることは容易でない。プリミーテの核は多くの小

形カリォゾームを含む。サテリーチの核はカリtゾーム

の数少し。術両後節の後端部附近には種々の形の染色穎

粒を多数勉含す。外質はよく発達し．強靱である。後節

全体に渉って顕状微細なミオネームが観察される。

　前節にて稀に中央を環走する隔壁を生じ．且その前串

部門に小形の一色素穎粒を有することがあった。又先節

を失った先回中央部に明らかな小凹三部の認められるこ

とあり。先節は筒口錐状の小突起なり。

蓮動は活濃ならず。

体各部の測定嫉及び比興は第1表の如し。

　　　第1表　　（単位は’‘）

lTI」li」Pほ’D［LP：TI昇WP【WDiWp：WD

1P ｝32501 120 3130　1：27．1 130 115 1：0．9
8 2980 120

2P 2800 92 2708　1：30．4 111 111 1：1。0
s 2975 119

3P
@　s

SP

1：1：！ 119

P11

2856　1：2δ．0
P110

Q694　1：25。3

119

P27

94
P11
X4

1：0．8

P：0．7
s 1210 94

5P 2496 102 2394　1：24．5 109 85 1；0．8
s 1110 85

　※町中の略語：TL＝全体長、　LP＝前節長b　Ij　D　＝＝

　　後節長bWP＝前節幅、WDコ後節幅、　P　・＝プリミ

　　ーテ、S　・＝サテリーチ。配位はμにて、以下第10表

　　まで同じ。

　子種の観察申にしばしば1ケのプリミーテIC　2ケのサ

テリ・一テの蓮接するものに遭i遇した。これら2ケのサテ

リーチは体長ほぼ曹長のことも、著しく大さを異》する

こともあった。頻テリーテは何れもその前端部をプリミ

ーテの後節後端に深く突入している。又蓮接を形成する

個体が短大であることが稀に見られた。

　註：　本種は1848年Steinによ切でBerlinより認載

　さ：れた後Ningazzini（1889）vI6ger（1892）により

　て、Naples及びPOitiersから報告されている。’筆者

　の観察したものは樹準均体長が1糎に達せすbL：P：

　Tしも1：30以上の個体が稀ではあったが、体の形質

　標徴の他の凡てはよく本種のそれと馴致する。樹翫遮

　のように後節の形状はL6ger（1892）の記幽したもの

　よりも、9・　tei　1の記載に一致した0

　2．　Stietospora　anoinalae　n．　sp

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N　　　　　　　　　　　（Figs．　14一一16）

　宿主：コガネムシ科1種の幼生AnOtnala　sp．　jar▽a・

　寄生部位：　腸管

　分布：　山口県窒積町、鳴門村、大和村及び広鳥市

　スポロロソトは単独性、体は細長き円筒状にて、見出

された最大の個体は体長1500μ、その幅240μであっ

た。体の各部測定値比傘は（ZF均魑）LP：TL　・．1：

13、WP：WD　＝＝　1：1．3である。前節はドーム型、幅

はその高さより少しく大にて、最広部は境界の直上にあ
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り。前端は四錘状に尖る。両室境界の隔壁萌瞭、その境

界部にてよく緊縮す。後喜は細長き円筒状、肩部最も広

し。それより漸次細くなり、絡醗は鈍端となる。核に楕

国形．70×50μ、内に数ケのカリォヅームを含む。核の

後節内の位置は不定にして肩部、中央部及び後端近く在

ることあれどもその長軸は多くの場合体の長軸と淫行

す。

　体各部の測定値及び比牽は第2表の如し。

　　　　第2表　　（単位はμ）

lTri．li，pl　i，D　1　Lp：　’rL　lwpiWP．．“SI－P一：　W

1 1430 1二〇1310 1：11．9 150 210 ］．：1．4

2 1350 1001250 1：13．5 105 130 1：1．2

3 1070 701000 1：15．3 75 110 1：1．5

4 7050
801g70　2

1：13。1 80 120 1：1．5

5 940 70堰@870 1：13。4 75 80 1：1．1

　体色は乳白色乃至は淡褐色を呈し．丙質は濃密、前後

両室の内質は同質にて緻密微小なる穎粒と、やや粗且大

なる穎粒を混在す。撹し先節につづく葡節先端部は透明

にて丙に少数の大きな聖帝を含む。外質ほ厚さ李均4一
　　　　　の5μにして彊靱、殊に両脚境界部及び前節先端部附近は

よく発達す。黒鴨、縦走する微細なミオネームの繊維が

認めらる。

　蓮動活酸なり。

　雨期セプアロントは先学により宿主腸壁に懸着し、体

長500μに黙する頃までその先勢を保留す。体長300－

400μのセブアロントにっき体各部の比牽をみれば、L

．p：TL3・1：5一？、Vt’　p：、VD＝・1：L1～1．2で

あり、更に早期になればその比…奪は両者とも滅少した。

例えば体畏100μの個体につきて詑せぼTL＝100u、L

P＝27u、LD鵠73u、Wp＝3伽bWD寂30u巳口LP：1：

37、WP． FWD　＝＝　1：1である。爾この個体の先節は長

さ15μ、幅20μの短柄をもつた邸球状体であり、その

表面周囲に10～12ケの後方に向く突起を具えている。

先二一端部は少しく凹隔す。爾これらの幼期セブアロソ

トの核は球形にして、比較的なわ邸後節の幅の純以上の

直径を有す。内に数ヶのカリナゾームを含む。

　胞子及び胞子義は未観察なり。

　謎：　本種は胞子嚢及び胞子の形質不明なわども、そ．

　　の先節の形状rgよりStictOSI）ora　L6ger　l（属する1

　　種なること明かなり。本証の幼期セプアロントの体

　　玖体各部の比率及びスボロントの核の形状は

　　S．provincialis　Leger　に近似するも、スポロント

　　のしp：TL＝1：13D　WP：WD，：1：1。3なる点

　　は相違して、両：者容易に区別し得る。

．3．　Stietos｝’｝ora　ltabntomusi　n．　sp．

　　　　　　　　　　　（Figs．　17，　18a．　h．）

　宿主：　カブトムシ幼生　Xylotrupes　dichntornus

larva．

　窃生部位：　腸管及び胃冒嚢

　分布：　山口県鳴F粥．田布施町及び大和村。＼

　スポロントは単独性、細長き四笥状を塁す。見田され

た最大の個体は体長　1700μ，その体幅145μであっ

た。ZF均体長は’．．1200μ、体幅は120μであり、多数の

ものにつき体各部の比率を見ればLP：TL＝1：8・1

一・．9．6、WP：Wp＝1：1．O－1．2である。前節は卵形

又ほ駆球状を呈し、前端は口し。その長さは幅よりは常

lC少しく大にして、幅広部は隔壁の直上に位置す●1ノま

しぼ基部穐が少く膨れることあり． B両室擁界に隔壁あ

り、．且緊縮明瞭なり。後節は細畏き口筒状にて、隔壁部

より急に膨れ、肩白最も広し。それより漸次に細くなり

末端｝ま鐙端となる。

　先節は董球状。大さは体長1200－1500μの個体につ

き李均30×20μである。球周辺に52　一一　14条の後方に

向く突起を有す。この先考は儲節前端中央より短柄にて

前方に突出し、先端の凹陥部に宿主漕化管上皮細胞の1

部を入れて宿主の腸壁に懸着している。凹陥部に穎粒を

含む。

　糖質は厚さZF均6　pa　s比較的彊し。殊に隔壁部よく発

剥す。丙質は濃密にて、体色は濃褐色なり。後節丙の藩

邸は均一、微細にして前節より濃密である。嗣曲面でほ

前端に近き部透明を呈し、内に少数の大穎粒存在オ’。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t
　体の測定嬉及び各部の比牽第3表の如し。

　　　　第3表　（単位はμ）

TT， ・・剛・t？・T・・　Fv・IWDiw・…

1
11560

180
　　　「

P38011：8・7 100 120 1：1。2

2 1450 180
　　　1

P270；1：8．1 140 140， 1：1．0

3　　4 1220

P200

130

P25

　　　1

E・go堰@1：9・4

P0751．1：9．6

95

X0

…illol　　l

1：、1．3

P：1．2

5 1160 130
　　　1
P03d　1：8，9 105 　　1P301 1：1．2

1 1

1020

X50

125

P05

　　1
W95i　　　　1：8．2

W451・・9．・
100

V3

1：／
1’：1．2

P：L15
1

1

8 925 100 「825［1：9．3　　　1 75 75｝ 1：1．0

9　　1 892 93
7ggl　139。6　　i

65
・爆

1：1．2

　該な内質濃厚のため、その翰廓は不明瞭のこと多きも

所在は生体にてよく認められる。形は楕口形、大さ卒均

80×35μ，丙に二二のカリオゾームを含む。

　侮塗抹標晶にて観察した最小のトロホゾイトは、体長

25μであった。既に両室の分化を生じた卵形を呈しb後

節末端は鈍田にて、牛球形の前節より、大さ10×5μの
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睡中を突出さしている。先口周辺の縦条刻線は認められ

る。’　flはほぼ球形，内｝こカリナゾ閏ム1個を含む。

　多期にはシスト形成は見られない。春よ「り夏にかけて

シストを形成す。ZF均直径250μの球形をなす。胞iFは

爾未観察である。

　註：　慰種は掛篭の構遣が亜球状にして、周囲に後方

　　に向う12～14条の突起を有することによりS　ticto－

　　spora属に属するものであるoS．　prOvineialis　I　eger

　　及び既述のS．anomalae　n．～P．とはしP：TLレ）相

　　鈍すること、本種の前節は少しく細長く、先節も亦

　　卵形を暴する点より別種とする。

　4．　Gregarina　rhomborrhiTiae　n．　sp．

　　　　　　　　　　　　　　（Fi6g．　21，　’B2．）

　宿主：．カナブン幼生　Rhomhorrhim　iapolliαも

Hope　lnrva．

　路生部位：　腸管

　分布：　山口県西堺町

　本甲は1945年夏に山口県光市室積町の峨媚山麓の畠地

にて多数裸慨したカナブン幼生より見出したもので、其

後他のコガネムシ幼生よりも近似のものを見ている。．

　本種のスポロントは比較的幼期より2蓮接を形成し、

体は細長い口筒状なり。体長は普通二350－550μ、見出

された最大のシジギーは長さ1400μで、その最大幅は

120μであった。体各部の比牽はLP：TI」＝1：11－

16、WP：WD、＝1：1．4－2（以上プリミ”テ））一LP

＝1：20：31、Wp：WD＝1：2．4－2．3（以上サテリ

ーチ）。プリミ”テの前開は横楕田形をなして，その申

．央部最広なり。幅は高きのほぼ2僑にて半端は亭坦もし

くは広国端をなす。甲骨境界に隔壁あり、緊縮明瞭。後

節は境界部より急に膨れ、肩部にて最も広くそれより漸

次に幅を滅少しC、後端部近く再び少しく膨れる。後端

は虞円端をなしてサテリーチ．の前節先端と密着する。サ

テリーチの前節は前後より圧せられて，ほとんど川揚状

を塁す。幅は高さの2倍もしくは2倍以上あり。後節は

プリミーテの後節とほぼ同型なるも後端部近くにて膨れ

ること稀なり。後端は広口端又はほとんど叡形を呈す。

●体各部の測定値及び比論は第4表の如し。

第4表　（単位はμ） 翼

國・P1・D 1・P・・1・ lWP W・1W・・冊

P2i．1 3ケ5　26　349 1：14．4 50 75 1：1．5

2 440　38i　402 1：11．6 65 115 1：1．8

3 400　33．367 1：12．1 50 70 1：1，4

4 380　25　355 1：15．2 42 73 1：1．7

　　5

rat，1 翻1誤 1311．7

P：31．3．

60

Sq

100

W0、

1：1．7

P32．0

2 540 20 520 1：27．0「45 105 1：2．3

3 550 20 530 1：27．5 38 65 1：1．7

4 460 15 445 1：30．7 45 65 1：1．4

5 360 18 342 ・：・… P 45 95 1：2。1

　内質は山鼠微小にして濃密なり。体色は褐色を呈す。1

着し宿主が飢餓状態のままで久しく放置されると寮生虫

は細胞質を減じて透明に近くなる。殊にプリミーテ前節

は内容を失5こと最も早し。前節内の穎粒は後節丙の顧

粒より少しく粗大なり。核ほ球形、・直径李均25μ、　1

個の大なるカリゾ卿みを含む。

　宿主の腸壁に懸着するセプアロントは250μの体長を

有しているものも見られた。70μの体長をもつ個体につ
一きてmぺ21．ect．　、　1）　＝10．　1）D　＝＝　60、　NNTp　．＝一13、　WD

臨15（以単位はμ）であった。前節先端に直ge　5μの球

状の先節をつけ右し、多くの場合先言に挿入された宿主

の上皮細胞が爾その先節を覆うたままで観察された。上

皮細胞の表面から多数の微小繊毛が出ていた。榎は後節

幅の脇の直径をもつ球状にて1ケのカリォゾPムを含

む。

　蓮動は活濃、屈曲及び滑走の両欝壁動をなす。

　註；　本夕はGreg緬11a　cetOniae　Foerst解』と体の比

　　率の点で近い価をもって》・るが、後者がI」P：TL＝＝

　　1：9一・　11（プリミーテ）、　1：24－27（サテリー

　　テ）；WP：WI）＝1：1．2－1。4（プリミーテ）b　1：

　　1．7－1．9（サテリーチをもつに比していずれも少し

　　く大きく、叉プリミーテの後節は後端部は前席部よ

　　り幅広くない点及び核は卵形ならざる点で違ってい

　　る。

5．　Gregarina　phyllotretae　n．　sp．

　　　　　　　　　　　　　（Figs．　19，　20）

　宿主：　キスジノミハムシ

Fabricius　．

　寄生部位：　腸管

　分布：　由口県光市蜜積

Phyllotretft　vittatG

　本種は1948年5月光市窒積山口大学光分校二目内の

畠の大根IC多数発生したキスジノミハムシにて見出され

た。その寄生牽は30％であった。爾1951年12月全市内の

光高等学校附近の大根に発生した同種昆虫47匹を検した

際はそ¢寄生は見られなかった。

　三種のスポロントは二二接を形成し．各個体は畏卵形

乃至は二四形を呈す。見出された最大のシジギ…et長さ

300μその幅68μであった。普通の個体は80－120μの体

長を有す。1，P：TL～1：4－5bWP：WD＝1：
1．2一・1．5（以上プリミeテ）、LP3TL＝1：4－

8、WP：WD＝11．2－L4（以上サテリーチ）oプリ

ミーテの前節は孚球形を呈し、前端よく塞く、底部最も
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広し。高さはその幅の絢9Sあり。両室境界に隔壁あり、

僅に緊縮す。後節はほぼ楕円形にして、前後両端の幅は

大差なく最広部はその中央部にあり。後出は広口端に終

る。サテリーチの前節は前後より圧せられて、ZIS9；1状を

なす。高さはその幅の約施或はそれより小なり。後節は

卵形をなし、最三部は前端より約施附近にあり。後端

は広円端に終る。

　体各部の測定憤及び比牽は第5表の如し。

　　　　第5衷　　（単位はμ）

i肌剛m卜P：。L　IW・IWD WP：
@　　VしπD N

Pri．1
　　ナ
P171 25 92 1：4．7 41 50 1：1．2 25

2
　　1130i

25 105 1：5．2 38 57 1：1．5 25

3

　　i118i

26 92 1：4．5 40 58 1：1．5 25

4
　E93t

21 72 1：414 男 40 1：1，2 20

5 801　20 60 1：4．0 30 39 1：1．3 17

Sat．1 152 20 132 1：7．6 43 60 1：1．4 27

2 104P 15 89 1；6．9 40 48 1：1．2 20

1111，56t 15

P6

P3

102

U9

S3

1：7．8

P：5．3

P：4．3

42

R0

Q5

60

R6

R0

1：1．4

P：1。2

P：1．2

25

A18

?T

　内質は濃厚．体色は淡褐色を呈す。前節内の内質は後

節内よりも濃密なれども、その薗牟部は透明にしてb僅

少の微細穎粒を含む。核は球形にして、直径李均22　lt、

内に1個のカリtゾームを含む。

　シジギーを形成ぜるものは前節先端部に小球状の先節

の痕跡を残すこと多し。体長50μのセプアロントにつき

てその宿主腸壁入の町着状態を観察塗れば、薗節前牛の

透明部を長く吻状に延してその先端の球状当節を細胞内

に挿入しているのが認められる。時にはその吻状に延し

た国錐部は長さ15－20μになっていた。

　蓮動は活渡なり。

　シストは楕円状、120x80μを呈す。胞子は未観察。

　註：本邦産のハムシ科昆虫より報告されている、

　　Gregariua　munieri（Schneid・er）Labb6　とは体の
■噛ご■＿心

　　各部比率の値が多少近似値を示しているが箭節の形

　　状性質，後節の形及び核内の構造等の点は明かに相

　　翻している。叉テントウムシ科のものより知られた

　　G。kathetina　Watsonとも体各部の比率の点で最も
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　近い。然し罪種とはプリミーテの後節の形．及びシ

　　ストの形状の相違κより携種とされる。

6．　｝．’yxinia　myelephila　n．　sp．

　宿主：　・マツノキ・クイムシ

Linne

　寄生部位：　腸管

　（Figs．．23　一25）

Myelophilus　piniperda

　　’

　分布：　山口県鳴門秘、岩国市．光市　　　　　●

　本種の宿主昆虫は近年松の鴇虫として山口県玖珂郡、

熊毛郡に幽くひろがり且甚しい害を与えている。同時に

多く見出されるキイロコキクヒ、マツノカハキクヒbマ；

ツノトビイロカミキリ及び》ツノシラホシゾウムシ等に

は寄蛍が見られなかった。マッノコキクヒは幼虫及び成

体とも窃生されその寄生牽は1949年5月光市にて宿主昆

虫105匹中28匹に寄生唯を検出した。幼虫にては寄生

奪は10％であった。又踊化したもの及び成体でも馴ヒ

直後で体色の爾淡い個体では寄生が認められない。

　スボロントは単独性で長卵形を呈す。見出された最大

の個体は体長200μ、その幅45μであった。通常の個

体は体長100～150μ、体幅30－35μで、体比牽挙均値

はIP：TL＝1：3．5、　WP：MD＝1：1．1である。

前節は細長く、両室境界部より約穂前方にて緊縮する。

最話劇はその緊縮部の少し前部即ち前節中央部にあり。

前端部はやや口錐状を呈している。後端は緊縮部より少

しく拡る。両室覧界に隔壁あり、緊縮は認められず。後

節は長卵形を呈し、最広部は肩部もしくは境界部より約

給の部にあり．後端は鈍出端をなす。

　体各部の測定値及び比牽は第6表の如し。

　　　　第6表　　（単位eまμ）

一

∬， 剛 1、D iLP：瓢剛WD wP：
@　　　WD

1 150 44 106 1：3．4 32 35 1；1．1

2 143 43 100 1：3．3 32 35 1：1．1

3 135 38 97 1：3．6 33 35 1：1．1

4 130 35 95 133．7 32 33 1：1．0

5 112 30 82 1：3．7 30 35 1：1．2

6 90 30 60 1：3．0 18 22 1：1．2

　内質は褐色にして、後節内にて濃密なり。前節は2部

分に識別されるEPち前薗部はやや透明に近く穎粒乏しけ

れども、後牟部は後節に次いで濃密にして大小2種の頴

粒が混在する。核は球形．直径李均14μ、丙に1個のカ

リナゾームを含む。

　先締はセプアロントの前端部より突田する細長い針状

の突起にして．前節とともに少しく伸縮す。又針状部の

幕部に盤状附属物を具う。

　二二は活酸。シスト及び胞子は急減絹察なり。

　幼期トロホゾイトは体長25μにて、体節の分化を生じ

前節の前議部及び針状先節を宿主の腸壁細胞丙に挿入し

ている。

註：本地は先節の心遣よりPy滋nia　Han　mer・tchniidt，

　に属せしむべきと思う。Pアxinia属中では体各部の

　比寧よりずれはP．rubecula　Ham皿ersehtnidtと最

　も近いが．綿種の前節は中央部の後方で緊縮し叉三
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節後端は尖らぬ点で区別出来る。P．　crygtalligera

Frbnze1　とはスポロントの大さの点で相違し、旦

p，frenzcli　Laveran　and　M：eδni1　とはスポロント

の大きさの点では近いが、前節の形状及び後節が球

状を暴する点で本種とは別種である。

　　7．　Pyxinia　japonica　n．　sp．

　　　　　　　　　　　　　　　　（Figs．　26－31）

　　宿主：　ケアカカツオブシムシDerrnestes　tegsplato－

　e（，11is　Mot　sc　hulsky　，ハラジロカツナブシムシDerme－

　stes　vulpimiti　Fabriciug．

　　寄生部位：腸管
　　分布：　山口県光市、鳴門村

　　スボ”ントは単独性．体は細長し。最大体長は600μ、

　その体幅は100μであった。通常個体は300－450μで、

　LP：TI．＝1：5－6、　WPlWD論1：1．1－3で
　ある。前節は噸球状にして前端囚し。後節｝ま細長い円箇

　形にして、両蜜三界に緊縮あり。後節ばこの鏡界隔壁部

、． 謔闍}にふくれ、肩部にて最広となる。それより漸次に

　幅茎爽くなり後蜷は鐙端に絡る。先節｝ま前節：先端中央部よ

　　り突出し把長さ20　，z　Pt外の針状突起にも、基部は前節前

　瑞部と短い頸部で蓮結する一杯状体にて囲まれている。

　　体の四十値及び比牽はag　7表の如し。

　　　　　第7表　　（単位はμ）

TL 1、P I」D LP：
@　　　TI、

“γ ・1WDiWP斎。

1 475 S8 387 1：5．4 78 90 1：1．2

2 450 85 365 1：5．3 80 93 1：1．2

3 4雪3 85 338 1：5．0 60 77 1：1．3
6

4 420 80 340 1：5．3 70 80 1：1．1

5 340 60 280 1；5．7 80 88 1：1．1

6 315 60 255 1：5。3 68 85 1：1．3

7 313 63 250 1：5．0 80． 88 1：1．ユ

　内質は濃密にして濃褐色を呈す。後節凹凹粒は微小、

均質なれども前節内は大形の不規則な褐色博大な穎粒を

多く含有す。核は不学整な楕口状、70×20μ、内に多く

のカリオゾームを含む。

　筒本質の門形を見るとv体長30・一50μのものでは概膨

卵形にて短大である。前節は孚球状．後節は亜球状を呈

す。LP：TI・＝1：2．5　一t　3、WP：WD＝1：1．2＿

1．3で、榎は球形乃至は楕円形．カリオゾームは1個な

り。蓮動は二三にして．シスト形成時には体が短縮膨大

して後2個単相接着して球形ゾストを形成する。シスト

は直径奉均200μなり。

　シストは成熟すれば1孔を生じて胞子を紐状に誉田

す。胞子は多数練り合わされて甚だ長き紐状となりてs

シストより押し出され、その紐の長さ1．5－2cm．に帯

す。胞子は細長き紡錘状．13×5μ、である。

　註：　本丁は　P夕xinia門中　LP：Tしの値では

P．crystalligera　Frenzelに似ており．　WP：WI）の

値ではP・iubeCU正a　IlammersChrniltに近い。然し前者

とは後節の後端は鏡端をなし、又内用の形質が相違して

3e・y．後者とはLp：　rrr，の値大魚且シストの大さ、

胞子の大さ及びスポロントの核の形質の相違により区別

される。

　8．Pンxinia　rubeaila　Hannner・schm三d‘

　　　　　　　　　　　　　　　　　（Fig．12）

　　　　　　　　　　　　　ノ
　宿主：　ハラジロカツオブシムy　Pertneste・s　vulpinus

Fabriciuヒ．

　寄生部tW　：　腸管

　分布：　山口県光市室積町

　三種は前種　】？・japonica　n．　spと共にハラジ一丁ツ

オプシムシに寄生ずるも．その寄生奉は低く23匹の被検

昆虫中4匹から見出された。

　スポロントは単独性にしてよく肥大す。最大個体は体

長550μ、引回240μであった。前節は幅広き口台状に

て．底部最広となる。幅はその高さより常に大なり。当

室の境界に隔壁あり、緊縮明瞭。後節は平臥錘状にして

肩部にて最も幅広く、それより漸…爽挾くなり後端尖る。

・体の磁路殖定値及び比牽は第8表の如し。

　　　　第8表　（単位はμ）

1 TLl　1，　PlLD LP，：　TL　IN］Lr　pl“T　Df i S’P：

　Nlr
1 540 130 410 1：4，2170

二2・i

1：1．3

2 485 100 385 1：4．9155 187 1：1．2

3 340 85 255 1：4．0111 128 1：1．2
4の　PO 330

R10

80

W0

250

Q30

1：4．1125

P：3．9115

il：i　　l

1：1．2

P：．1．2

　体色は濃褐色を呈し．肉質は頗る濃密なり。榎は規則

正しい楕国形をなし、大さは7F均28×55　ttなり。．内に

多数のカリオゾPムを含む。

　先聖は回状、高さ35μ、70μにして短頸を有し、叉

中央に小針状爽起を有することあり。

シ「iトは球形、直径rp均250へ胞1・lt紡錐形、14×

7μなり。

9・　（曇regarina　g‘｝掘irn篭星5i　n．　Sp．

　　　　　　　　　　　　　　（Fig一’．　6r一　11）

宿主：マルガタゴミムシA・nara・hal・it・i　D・jean．

審生部位：腸管

　分布：　山門県光市室積町

　スボロソトぱ2蓮接をなし．　又稀に3－4蓮接をな

す。体は長卵形を呈す。最大体長ほ95μ、その幅38μ
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にして、：普通体長は75－50u．’二幅は25＿20μであ

る。体各部の比奉はLP：TI、＝13　35－4。1、Wp：

WP＝1：1。1・一1．4b（プリミーテ）、LP：TI」＝1

：4。3－4．7、WP：WI）＝1：1．1．　（サテリ・一デ）な

り。ブリミーテの前節は亜球状、高さより幅es｝t広し。

前回は広㎎端をなし、最広野は中央部にあり。底部は微「

に挾く、且挙垣となる。両室の撹界に緊縮あり、後節は

卵形．隔壁部より漸次幅広く後端部より穂賄方にて最

も広b、後端は広門端をなす。隔塵直後の部はよく屈曲

遙潤し．生時ここに前節を陥入さすもの多し。サテリー

チの前節は前後両端を圧迫せられて李垣となる。長ざは

幅の約施、最三部は中央にあり、後節は卵形．最広野は

中央より少しく前方部に位置す。

　核は球形．李均直径16μにて後節幅の下目あり、

内に1ケの大なるカリオゾームを含む。

　体各部の演掟憤及び比牽は第9表に示す。

　　　第9表　　（単位｝ま，tt）

TLI・・【L肌P・・LIW・iWD　P論

P1
781

20
58｝7　　1：3．9

24 32 1：1．3

2
75｝

20 55 1：3．8 25 35 1：1．4

3 72 18 54 1：4．0 20 27 1：1．4

4 ｝　70 53 1：4．1 23 30 1：1．3

　　5

W1
@　2

@　3

@　4

1　152｝　　　　　し　　　　51

15

P6

P5

P1

P2

37

T9

T8

S1

R9

11：3・5

@　1：4．7

@　1：4．9

@　1：4．7

@　1：4．3

20

Q6

Q8

Q1

P9

21

Q8「

R2

Q4

Q1

1：1．1

P：1．1

P：1．1

P：1．1

P：1．1

5 47 10 31i 1：4．7 20 21 1：1，1

P6
閧U

　　…71i651

19

P4

卜　　　52

@　　51

1；3．7

P：4．6

24

Q5

31

Q8

1：1．3

P31．1
・・p 10 32 1：4，2 18 20 1：1．1

　※表中　P＝プリミーテ　S　・＝　Shテリーテを示し、最

　　終個体は3連接をなすものを示した。

　内質は濃密、前節には多く：大形の穎粒を含み、後節で

は均質．穎粒は細小なり。体色は隅隅を平す。外質はよ

く発達し厚し。

　蓮1助は活濃、殊にブリミーテの前節を左右に振る、屈

曲蓮動顕著にして、その部に鍍状縁を現す。

　　　　　　　ロ　幼いトロホゾイトは最初は球形乃至卵形をなし、体長

30－40μにして前後両蜜の隔壁を生ず。蓮接ほ成長期の

早くより形成す。先擁は小球乳回状で二期にのみ存す。

　老黙個体は廻転騨の後2個体相寄りb球形のシスト

を形成す。シストの直as・ls均260へ内外2暦の被膜を

有し、外暦は膠質邊明にて殊に厚し、　摩さ30－40μな

り。6－8本の胞子管を出して胞子を蓮鎖状に放出す。

胞子管の長さは築均150μ。胞子は円筒形、両蝋は面形

を呈し、大さは4×7μなり。

　註：本種は稀に3～4蓮接を形成することはあるが．

　　2建接をなすのが正常である、しかもシストの裂開

　　は胞子管によりてなされる点等よりGregarina属

　　に入れらるべきである。同属の宿主より知られてい．

　　る　G．amarae　ErantziUSとは体各部の比率が相違

　　し、財田幅が本種の方著しく狭いことにより押出で

　　ある。G．！ongirOstrig（lkgei）Labbeとは体の比

　　率は似ているが先端の形状及び胞子管の数が建って

　　》・る。G．pal’va（Crawlgア）Watsonとも体各部の比

　　摩は近いがb胞子管が1本でE大であlj　）且胞子が

　　本種より大形である。

　10．　Sphaerorhynchug　E　edenii；　n．　gp．

　　　　　　　　　　　　　　　（Fig．　13）

　宿主：　ユミアシナホコ．ミダマシ　Sedenis　valgipes

Marg　．

　寄生部位：　腸管

　分布：　山口県鳴門村

　スポロントは単独性にしてb細長い口柱状なり。成黙

個体の体長は蜘一300憎体幅は1…響一90μにて・体

の各部比i肇はLP：T　1」＝1：6，2－8．2．　WP：WD＝’

1：1・4－1．6を示す。前節は亜球状、先蝶は広口端にし

て、最二部はほぼ中央である。幅は高さの約1％倍。両

室境界に隔壁あり且緊縮深し。後節は長「ロ筒状、肩部に

て最も広くなり．それより漸次に細くなる。中央部にて

細くくびれた後．末端部近く再び僅に膨れる。後端は鈍

円端を呈す。

　体の測定麿は第10表の如し。

　　　第10表
1

1・ld ・・ P切 1…
・1IW・

v辱丁：

@　　WD
1 450 55 395 1：8．2

75i　122　「

1：1．6

2 418 68 350 1：6．1 70195 『1：1．4

3 405 60 345 1：6．8 7　100 1：1．4

4 370 55 315 1：6．7 4　110 1：1．4

5 352 52 300 1：6．8 7　118 1：1．6
・

前節の前端中央部より特異の先節止出す。先節tt・Z部

よりなり・脚前節に緩く長さ30－50μの柄部とその薗端．

につく先端部である。柄部は伸縮して時に細長く、時に

膨れている、その表面には多くの微細な縦に走る鐵を有

す。先端部は多く直径20－30μの小球状乳頭にして、

又しばしば少しく尖る。この乳頭部ほ殆んど透明、内に

少数の微二二を含む。

外質は摩く、殊に前節の外表にはよく発蓮すd内質は

濃密、頴粒は小形にて均質なり。体色は淡褐乃至は濃褐
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色を呈す。成熟体では内質頗る濃密のため、不麺明とな

り核の所在、形状を生時観察すること困難なり。核は長

楕円形．大さ李均30×20μ．内に1～3のヵil　tゾー

ムを含む。

　蓮動活濃にして、屈曲、vaiiEの両還動を示す。

　ッスト及び胞子は未観察。

　謎：　本種はシスト及び胞子の形質未観察であるが、

　　その先節の構造よりSphaerorhyohus（Schneider）

　　Labb6属に包含せらオしるもφと母う。爾Sph・op－

　　hipides（Schneiler）Iabb6　とは体の大さの著しく

　　相蓮せることにより区S9さ　tvる。

　爾この研究をなすに際し常に御指導を賜わりし．恩師

尾燐佳正博：土に深く感謝の意を表すると同時に、宿主昆

虫の蒐集に協力くだされし市川義夫．山本博信、松村登

森山洋司及び城成治の賭氏に厚く感謝する。
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Resume

Studies　on　the　Gregarines　from

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　HYOMA

the　Coleoptera　in　」apan．　II．

HOSIDK

　　In　thp　fiTst　report　4　gregarines　from　Yainaguti

Prefe．ct．　were　deaTt　with．　ln　this　paper　the

writer　intends　to　report　other　10　species　of　Eug－

regarin．at　of　which　8　are　reeorded　ag　new　speeies’．

　　The　abstraet　of　the　regults　is　as　follows．

．1．　Didyrnophetl　gigantea　Stein

　　　　｝lost：　Xvlotrnpes　dichotomus　Linne，　larva．，

　　　　Habitat：　lntestine．，

　　　　Ijoeality：　Tabusemati，　Yamagtiti　Prefect．

　　　　This　wpecies　was　first　reoorded　by　Stein　（1848）

fr（mi　larvae　of　Oryctes　nasieornis　（L．）；　of　Ph－

　yllognathus　sp．　at　Berlin．　IJater　Mingazzini　（188

　9）　and　Leger　（1892）　described　it　in　Jtaly　and

Franee．　Steiii　and　liefer．　have　s．hown　the　diffe－

rent　figui’es　of　sporontg．　however，　this　species　in

Japan　has　a　nearly　saine　foim　as　Steints　figure，

　indicating　the　prirnite　in　its　anterior　third　is　nar－

rower　than　the　septum　and　the　posterior　portiQns

　o£　sporonts．　Average　length　ot’　the　sporonts，　．．　O．6

mm．　ig　some．what　stnfiller　than　that　of　IJegerrs

　speeies　btit　m　all　ether　characters　both　are　same．

2．　Stictospora　anornalae　n．　sp．

　　　Host：　Anomala　sp．　larva．，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　Habitat：　lntest　ine．，

　　　Iaoeality：　Murozinni　Narutoinura　and　Yainato－

rnura，　Yarnaguti　Prefect．　Hirosima　（1ity　Hirosima

二Pre£ect．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　Spronts　solitary，▽el・y　elogate　cylindrica1．　巫a哺

xirntrm　length　1500．，t　，　its　width　240　p　．　Ratio　le－

ngth　protomerite　（I」．P）：　total　lengtn　（TL）　＝　1：

13，　width　protomerite　（VS’P）：　width　deutomerite

（Vt’D）　＝＝1：1．3．　Prot（mierite　dome－shaped，　a　little

broador　than　long，　widest　just．above　the　septum．

Deep　constrietion　at　septum．　Deutornerite　w　ide’．’t

at　the　shoulder　and　tapering　gradually　to　a　blunt

peint．　Nucleus　ellipsoidal，　70x50　tt　，　w　ith　several

karyosomes．　Epimerite，　a　subglobular　papilla，

with　le－13　badkwardlY　directed　and　pointed　hcoks

arcund　it．　’lrhe　papilla，　is　glightly　depressed　ante－

riarly

　　　Cアsts皿d　spores　not　kUown．

　　　3．　Stictosp6－r，a　kabtktomutsi　n．　gv．

　　　liost：　Xylotrupes　dichornus　IJinne，　larva．，

　　　Habitat：　lnte－t　ine　and　ga　stric　caeea．，

　　　Iioeaiity：　Narutomura　J　Tabu　sen｝ati　ahcl　Yama－

tomura，　Yamagnti　Prefect．　．
　　Slx）r（mts’solitarア，　elongate　　cy猛ndi・ica1．　’i’he

maximmn　length　1700　，u　，　its　width　145　1t　．　Ave－

rage　sporonts　1200　pa　in　length，　120，u　in　width．

Ratie　L？：1’L＝＝1：8．1－9．6，’　｝4’P：VS’1）＝　1：1．o－1，一

2．　Protomerite　ovoidal　or　subg！odose，　rotmded　at

the　top　and　wid，st　just　above　the　sepsiun．　Someti－

me　s　tilightly　dirated　in　posteriorthird．｝　（）onstriction

at　septuim：　Deutomerite　very　long　and　slender，

wdest　at　shoulder　and　taperiag　to　a　acutely　pom－

ted　posterior　extremity．　Epimerie．　3x20　pt　，　sub－

globurar　papil！a　concaved　anteriorly，　attaching　on

the　anterior　end　of　prQtomerite　with　a　short　gtalk，

equipping　f2　to　14　baekwardly　direeted　projeetions

・n　the　surf跳ee・f　the　papilla，　End・cメe　dense，

dark　brown．　Granules　of　protoinerite　are　grois　exeept

in　anterior　end　where　is　nearly　transparent，　those

of　deutomerite　Cine，　homogeneons．　Nucleus　ellip－

gidaT，　8ex3，5　．u，　containing　geveral　karyo30mes．

　　　（’ystg　gpherical，　t・50．a　in　average　diaineteri

spt｝res　not　known．

4．　G］’egarina　rhomborrhinae　n．　sp．

　　　Host：　Rhomborrhina　japonica　Hope，　larv“．

　　　Habitat：．　lntesti’ne．

　　　Loeatity：　l　Turozurni，　Yaina，eq，　ti　Prefect．．

　　　Spor｛mts　biasB（x　iatie，　cylind］’cal．　IVraxiimnn

length　o£　a，i’soeiation　1400，u，　it　s　width　1200　tt，

Ratio　）JP：TL＝1：11－16，　VC’P：VL’D＝＝1：1．4－2．e

（primite）；　lt？：’1’Lt　＝1f’］o：31，　WP：WD　＝1：1．4－2．

3（satelrite）．　Protoinerite　flattened．　ellipsoidal．

widest　at　middle．　twiee　as　wide　as　high．　（11early

coustrietion　at　septum．　Peutotnerite　widening　out

rapidly　ft’om　septum　to　schoulder，　”’thence　tape－

ring　gradually　to　abroadly　rounded　posterior　end．

posterior　portion　t　lightly　wider　than　middle　but

less　than　tha　sehoulder．　？rotomerite　of　satellite

conspicuo　sly　frattened，　twiee　or　rnore　w　ider　than

一一
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　hiXh．1）eutomerite　of　8atellite　nearly　same　fo〕舩ed

　as　that　of　primite，　swelling　at　posterior　portion

　of　rarg　oeeurrence．　Endocyte　denee．　brown．　Nac一

．　leu　s　spherieal，　25　pa　in　ayerage　diameter，　wit｝i　a

　large　kary6，sonte．　’

　　5．　Gregarina　phyllotretae　n．　sp．

　　　　　．Host：　phyllotreta　vittata　Fabricins．

　　　　　Jlabitat：　ltitestine
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－t

’　ljocality：　Murozumis　Yamggnti　Prefeet．t

　　　　　Sporont　s　biasti’oeiativct，　ellongate　ovoidal　to　e］lip－

　　soidal．　Maxiinmn　length　of　syzygy　300　st，　width

　　68μ．R＝しt孟。　LP：TL＝工：45，　WP；WD講0；0．2嘗1，
一，．．

　　5（primite），　l」P：TL　＝1：1．2一一1．4（g，　atellite）．　Proto－

　　m●rite。f　primite　he皿igpherical，　well　rα融ded　at

　　apex，　widest　at　base，　about　213　times　as　wide　as

　　high．　Slightly　eongtriction　at　septuin．　Deutomerite

　　ellipsoidal，　broadly　rounded　at　posterior　end．　pro－

　　tomerite　of　satellite　flattened　top　ancl　bottom，

　　亀w三ce　or　more　as　w三de　as　high．　De！】to皿erite　ovo噌

　　idal　widest　at　about　1／3　from　septum．　Epifnerite

　　a　spherieal　pgpilla．　J，］ndocvte　dense，　light　brown．

　　Endocyte　of　protoinerite　demser　than　that　of　deu－

　　tgme「ite，　eエcePt　iロanterior　half　of　prot〔鵬or玩e，

　　whe・隔e喧here　is　a　transparent　oono翼dal言も1’ea　witi夏

　　few　sm鴨H　9アanules．　Nucleu～spher三Ga1，コ2μ量n

　　average　di：tineter，　e．on　taining　one　karyosome．

　　　　　（lysts　ellipsoiclal，　120x801x　，　sl｝ores　not　foiown．

　　6．　Pyxinia　myelophila　n．　sp．

　　　　　Host：　N．’（yelophilus’　piniperda　Linne）　larva・

　　　　　Hab　itat：　lntesettine．，

　　　　　Locality：　Narutomura，　lsyakuni一　and

　　Hikm’　i一　Yarna．cruti　Pre　fect　．　．

　　　　　SPOI’ont　so呈itta琉yp，　elo血g織e　ow｝idal．　、1＝もxiとnu皿

　　Iength　200　’t　，　its　width　45　st．　Length　100　to　150　tt　．

　　width　30　to　35’』．　ムveragq　ratio　L　P：TL醤1：35、5，

　　VS’？：VL’D”1：1．1．　P］・otomerite　elongate，　constrie－

　　ted　at　the　1／3　anterior　lnrtion　Crom　septmn，

　　widest　through　iniddlp，　pointed　at　tanterio　extre．

　　mity．　No　congtri¢tion　at　septinn．　Deiitomeyite　elo一　’

　　ngate　ovoidal，　wide・；’，　at　shou！der　or　at　about　1／3

　　porterior　frσ皿se｝）tutn．　且ndocyte　den，／e，　bγown　iロ

　　deutomerite．　ln　protomerite，　endocyte　nearly　tra一

@nsparent　at　anterior　half　but　dense　with　different

　　granules　ot’　sina！1　and　large　size　at　lmsterior　half．

　　Epiiiierite　a　slende．r　long　style　projecting　upward

　　throngh，　the　anterior　center　of　an　basal　diseoida1

1）Ort　ion　．

　　　Cysts　and　spores　not　known．

7・　？yxinia　japomiea　n。5P．

　　魅H・st：De㎜・esもes　tesselat・c・II誌M・tgchulsky．，

　　　Ilabitat：＿．　Intestine

　　　I・ocality：Narutk）mura，HikarトYamaguti

Profect．。

　　　Sp・ronts　so1三tarア，　elongate。　Maximum　length

600μ，its　width　100・1‘，1・ength　genera11ア300　t・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

450μ．Ratio　LP：TLヨ1：5－g，　WP：WD＝1：1。1－

1．3．Protomeer三te　subspherica1，　rounded　at　apex．

C㎝ドt・・ietion　at　8ep亀um．　Deu勧nerite　eolngate

cy1量ndrioal，　widest　at　shoUlder，　tapering　gradua11ア

tO　a　sma工1　qiP－shaped　base　5itUated　Up（m　a　short

neck，　a戦d　a　slender　rigd　style，　20μ　in　Iength

projecting　Upward　throUgh　the　center　．　】E｝ndoeyte

dark　brown，　d邸e，　h（”nogeneoug　in　deutOmerite．

Grosg　and　irregular　granule8　in　protomerite．　］Nuc，

三eus　irregu！arly　ellipso瀬al　containing　many　karyo。

soxnes．　Cysts　spherica1，200μin　average　diameter．

spores　extraded　in　string

136　1t　5　tt．　一

from　a　pore，　bieonica｛　1，

．

　8．　Pyx　inia　rubeeula　Hum，ners．chmidt

　　　Host：　1）erniesteg　vulpinus　Fabricius．

　　　正【abitgt：　　Inte・5t　ille．，．

　　Loeality：　Hikari一・Yamaguti　1’refect．

　　　The　beetle　was　i

and　with　Pyxinia　japonica　n．　sp．　the

rather　rare，

three　bnetles　opened．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

　　　　　　㎡ected　both　with　thiS　Specieg

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　ロ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sreCLes　1『

beiag臼een　on1アfou1’times　in　twentアー

9．　Gregarina　gom　imusi　n．91i．

　　　HOst’ムm掩】’a　chalciteny　Dejean．，

　　　Habitat：Inte53ine．，

　　　Localitア：Hikari噌YaTnagnti　Prefeet．．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　Sporonts㌃三assOciativ（㍉　　e工o皿gate　ovoidaI．301’4

individUals　were　rarely　agsoeiated　in昌Iine，　Maxi－

ml・lv・1eロgth　95μ，its　width　38μ・pength　generalZア

75－50μ，wid乞h　35－20μ．Raもio　LP：TL＝1：3。5＿

4．1，WP；WDr1：1．11－1．4（Pr㎞猛③）LP：TL＝1：

4．3－4。7，WP：WP＝1：1．1（SateUite）．　Primite，

Protomerite　Subgpheriea正，　we11　rOtmded　at　apa】【，

sl三ghtly　wider　than　high，　wrdest　at狙滅dle．　C㎝9・

tri　Cti・n　at・ept智肌DeUtOmerite・▽・idal，　W　iden

graduaHy　from　soptulm，　w誠③st　through　113　ant③一

■iorportion　　froln　posterior　end．　9ateUite：　Proto一
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merite　flatte簸ed　at　both　end，　2　timos　～い　w三de　：しs

high・Deut蝋eユ●ite　ov・idal　widest　at　just　above　tl．・e

　　　　　　　　　　　　　へ
・nidp1・・Ephn・・it・a　・m・ll　・ph・・沁・】P・pill・．　NUG－

leits　spherica！16　uin　average　diameter，　with　one

karyos（m｝e。　Endoeyte　denge，　bro「職in　eolour，　cαn噂

　　　　　　　　ロ

talnmg　gross　granules　i脆protomeri亡e，　b11亡homoge4

neous　in　deut（加er翼te　with　fine　granUleS．

　　　Cysts　spherical，　260μ　in　　average　diamete〕・，

dehis　ced　by　6－8　sporeducts．　Spores；cyUndr忌e～LI，．

4x7μ，extruded　in　chains．

10．Sphaer・rhynchug　gedeコtig　n．　SP．

　　　Hogt：Sed㎝量3　valgilres　Mars．

　　．Habitat：　　Intestine．，

　　　LOcality：　Naruto！nura，　Yatnag篭tti　Prefect．．

　　1　1）oronts　gol三もarア，　elongate　cアlindri＆al．　I」e皿gth

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

450－300μ，　width　125－90μ，　R：Ltio　LP：TL＝1：

1・4一一1・6・P・d…幅画es・zdgl・b・Ua・；b・・adly　i・・磁・ied

at・pex・wide・・t　thr・iigh　iniddle，9・ne・・aHア1弱

time・as　wide　as　hig｝しDeep　c㎎頭cti㎝・・重8ep・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コtum・1｝eut・鵬・ite　d・nga↓e（tyl　ind・三ca1，　widest　a亀

・h・ulde1●，　th・nce　t・pel’ing　t・・bTurlt　｝）o・te・i…end，

b・t　・・t・・1翻・・b・v・the　end・ILghtly・鞭正鳳Epi一

　　　　　　　　　　　　　　　ロ
1Reユ’ite，　30　to　50μ　in　lengtlt，　oonr㎏ting　of　two

ドも1’ts，描sniali　Sl｝he1’iα面｛　body　ぎmd　a　1（，ng　cyjind－

rica！蝿t縞量k　having　long三tud三nごし1　striations　（，n　its　su－

rf＾Ce．　The　Sωk　s・n置eもime8　C・n甑CtS　in　a　Swelling．

End・cyte　d・n・e，h・）・1・geneα・s，　light　bユ・・wn　t・dark．

Ntteleus　ellipsoidal，　30x20μ，　with　one　to　th1．ee

karyoS。）nes．

x

Plate　1．

　　Figures　1－5．

1．

2．

3．

4．

5．

Figures　6－11．

6，

7．

8．

q，．

10．

　　11．

Fig．　12．

Fig．　13．

E　xplanagion　of　Plate

　　　　　　　　Didytnodhyeg　gigantea　Siein

Assoeiation　of　three　sporonts．

Agsoeiation，　short　and　burly　forin．

Normal　assoeiation．

P）’otomerite　of　primite．

Attatehing　device　between　prirnitc　aiul　sate一

11ite．

　　　　　　　　Gregarina　gomimusi　n，sp．

Trophozo三te　w難h　epimeri亀e．

Mature　association，　in　living．

Association　of　three　sporonts．

Two　spores．

Spere　duct　from　whieh　sporeg　sre　heing

extruded　in　chains．

Cyst　wiU）　7　spore　ducts．

　　　　Pyx：’nia　rubeentla　Hammerschmidt．

　　　Sphaerorhynchus　sedenis　n．　gp．

P㎏te　1．

Figures　14－16。　Stictospora　anona！ae　n。　sp，　’

　　14．　1　’Eature　sponont．

　　15．T・’Ophoz。ite　with　epimerite．

　　166　Eph睦er三te，

．Figu1・es　17－18　a，　b．　Stictorpo】・a　kab　irtomu，gi　n．　sp．

　　17．Sporo夏lt．

　　18．a．　Pr・tomej’ite・vith　ep三me！・ite．

　　　　　　b．Trophozoit疎．

Figttres　19，　20．　Grega1・ina　phyllotretae　n．　sP．

　　19．　A、roc孟言もtion．

　　20．　　丁三iophozoiteの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コlFigures　21，　22．　Gregarin8　1・hombori・h三nae　n．　sp．

胴‘ Q1．　「Crophozoite　wiもh　epimeerite．　　　　　　　　　　　　　‘

　　2雪．Mature　a・sOciafon．

Figures　23一一25．　Pyxinia　my③10P1亘1a　n．　SP．

　　23．　SI）oronte．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　24．　Trophozoite．

　　25。　Ephneアite．

Figu軍●es　26－31．　　Pyxinia　jal㎜ic騰n。　s聖、．

26．

27．

28．

29．

．30．

30．

Trol’）hozoite．

lfature　sl）orcrrit．

Cyst　．

Si）o］’e　．

g，　pores　being　extruded　in　el　string．

Proもomeコ亀ite　w三th　epi、nerite．
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